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ࢉ਺ɾ਺学 ʣ Ոఉ科 ʣ ཧ科 ʣ ࠃޠ ʣ
教科のઐ໳஌ࣝΛ΋ͭ͜と ʢʣˎ ˎ ʢʣˎ ˎ ʢʣˎ ˎ ʢʣˎ ˎ
ࢠͲ΋ͨͪの発ୡஈ֊΍学शঢ়گΛߟྀͯ͠Ұ࣌ؒの学शࢦಋܭըΛཱͯる͜と ʢʣˎ ˎ ʢʣˎ ˎ ʢʣ ʢʣ
教科内容のܥ౷ੑ΍ݪཧΛߟྀͯ͠Ұ࣌ؒの学शࢦಋܭըΛཱͯる͜と ʢʣˎ ˎ ʢʣˎ ˎ ʢʣ ʢʣ
ࢠͲ΋ͨͪの発ୡஈ֊΍学शঢ়گΛߟྀͯ͠୯ݩܭըΛཱͯる͜と ʢʣˎ ˎ ʢʣˎ ˎ ʢʣ ʢʣ
教科内容のܥ౷ੑ΍ݪཧΛߟྀͯ͠୯ݩܭըΛཱͯる͜と ʢʣˎ ˎ ʢʣˎ ˎ ʢʣ̈ ʢʣ
ࢠͲ΋ͨͪの発ୡஈ֊΍学शঢ়گΛߟྀͯ͠೥ؒのतۀܭըΛཱͯる͜と ʢʣ̈ ʢʣ ʢʣ ʢʣ
教科内容のܥ౷ੑ΍ݪཧΛߟྀͯ͠೥ؒのतۀܭըΛཱͯる͜と ʢʣ ʢʣˎ ˎ ʢʣ̈ ʢʣ
୯ݩܭըΛݟ௨ͯ͠Ұ࣌ؒのतۀの教ࡐ΍ࢦಋҊΛ࡞成͢る͜と ʢʣˎ ˎ ʢʣˎ ˎ ʢʣ ʢʣ
೥ؒのतۀܭըΛݟ௨ͯ͠Ұ࣌ؒのतۀの教ࡐ΍ࢦಋҊΛ࡞成͢る͜と ʢʣˎ ʢʣˎ ˎ ʢʣ ʢʣ
˞ࢉ਺ŋ਺学ʢNʣɼՈఉ科ʢNʣɼཧ科ʢNʣɼཧ科ʢNʣɹ˞ ɼˎˎ ˎɼ̈ ͸தԝ஋Λج४とͨ͠αϯϓϧの tݕఆ݁ՌͰ͋る
˞ௐࠪ࣌ظ͸ɼ2014೥6 ʢ݄ࢉ਺ŋ਺学ʣɼ2015೥2 ʢ݄Ոఉ科ʣɼ2016೥1 ʢ݄ཧ科ɼࠃޠʣͰ͋りɼճ౴͸5݅๏Ͱ͋ͬͨɻɹ˞ˎˎ QˎQ̈Q
˞ࢉ਺ŋ਺学Ͱ͸ɼतۀのதのʠ໛ٖतۀΛߦ͍ɼͦ の༷ࢠΛϏσΦࡱӨ͠ɼஞޠ࿥Λ用͍ͳ͕Βतۀݕ౼Λߦ͏と͍͏׆ಈΛ௨ͯ͠ʡͲのఔ౓֤ྗ͕৳びͨとࢥ
͏͔ΛਘͶɼͦ のଞの教科Ͱ͸ɼ֘ ౰तۀΛ௨ͯ͠ Ͳのఔ౓֤ྗ͕৳びͨとࢥ͏͔ΛਘͶͨɻ
˞Χοί内͸ඪ४ภࠩ
ʣத౳਺学科ࢦಋ๏開発ɼʣॳ౳Ոఉ科तۀ研究ʴ内容研究ɼʣத౳ཧ科内容࿦ʢ஍学ʣɼʣத౳ࠃޠ科内容࿦ʢ׽文学ʣ
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成コΞ・カリキュラムでશ学ੜにඞ修として課さΕ
ている「教科授業研究」と「教科内容研究」の授業
で，部会員が教科内容構成指ಋ教科書をࣥචし実践
した「中等਺学科指ಋ๏開発A」，「中等ཧ科内容࿦
（஍学）」，「ॳ等家庭科授業研究」，「ॳ等家庭科内容
研究」，「中等ࠃޠ科内容࿦（׽文学）」のड講ੜに
ରしてΞンέート調査を実ࢪした。
̎．तۀの֓ཁ
　教科内容構成の視点で構成・実ࢪした授業科目の
概要は，以下にࣔす通りである10）。
ᾇ「中等਺学科指ಋ๏開発A」（教৬に関する科目）
　਺学教育専修11）に所属している小・中学校教育
コースの３・̐年࣍ੜをର৅に，教科教育と教科内
容の教員がTTで開講している܁りฦしཤ修Մೳな
プロセスᶄをؚΉ授業である。授業作りのϙΠント
を講ٛした後，学ੜがॎׂりのάϧープに෼かΕ，
各άϧープでࢉ਺・਺学のҰͭの内容をऔり上͛，
指ಋ計画を作成し，ϚΠクロςΟーνンάを実ࢪす
る。最後に実践をৼりฦり，授業づくりのϙΠント
ٴͼ教ࡐの਺学的എܠを確認する内容となってい
る。
ᾈ「中等ཧ科内容࿦（஍学）」（教科に関する科目：
教科ᶗ）
　ཧ科教育専修に所属している小・中学校教育コー
ス̎年࣍ੜをର৅に，教科内容の教員が，中学校ཧ
科の஍学領域（小学校・ߴ等学校との関連もؚΉ）
の内容と最先୺の科学とのܨがり等にͭいて講ٛす
るとڞに，学校の教科書でऔりѻΘΕている現৅に
関する৽しい研究による実ଶ೺Ѳ΍ղऍにͭいても
ఏࣔする。プロセスᶃの教科内容のܥ統ੑの原ཧと
教科指ಋにおける教科専門஌ࣝの࠶構成を目的とす
る内容となっている。
ᾉ「ॳ等家庭科授業研究」（教৬に関する科目）・「ॳ
等家庭科内容研究」（教科に関する科目）
　小学校教育コース̎年࣍ੜをର৅に，教科教育の
教員によるॳ等家庭科授業研究と教科教育・教科内
容の教員がTT体制で指ಋするॳ等家庭科内容研究
により，プロセスᶃをୡ成するよ͏計画している。
授業研究では，家庭科の目的と内容・授業構成ཧ࿦
を講ٛし，内容研究では，小学校家庭科の現ߦ学習
指ಋ要領と教科書を学ੜが෼ੳし，ͦの໰題のղܾ
を教科内容学と教科教育学から୳ٻしていく内容と
なっている。
ᾊ「中等ࠃޠ科内容࿦（׽文学）」（教科に関する科
目：教科ᶗ）
　ࠃޠ科教育専修に所属している小・中学校教育
コース̍年࣍ੜをର৅に，教科内容の教員が，ࠃޠ
科教員にඞਢの஌ݟと指ಋྗを育成するために，中
等ࠃޠ科における׽文学の現୅的ҙٛ・教育的ҙٛ
を講ٛする。具体的には，中・ߴ等学校教科書を中
৺にͦのಡղと׽文教ࡐとしてのݟ஍から検౼をՃ
え，特௃΍指ಋす΂き内容（小学校との関連もؚΉ）
にͭいて講ٛするものであり，ࣗらの׽文教育؍の
基ૅを築き，教ࡐ開発をߦ͏͜とを目指している。
プロセスᶃとプロセスᶄの教科専門஌ࣝと教ࡐ研
究・教ࡐ開発を目的とする内容となっている。
̏ ．डߨੜにߦͬͨ「教科内容構成のྗ」にؔ͢る
Ξϯέʔτௐࠪの݁Ռ
ᾇΞンέート調査߲目の構成
　Ξンέート調査は，以下の３߲目で構成した。
・໰̍：教科教育およͼ教科内容の授業を通して学ੜに
֫ಘさせたい「教科内容構成のྗ」として，教科内容
構成のプロセスᶃとᶄから９߲目をઃ定した。さらに，
各授業の内容をצҊして，各授業のઃ໰内容をܾ定し，
「どのఔ度，各ྗが৳ͼたとࢥ͏か」にͭいて̑݅๏に
よりճ౴をٻめた。
・໰̎：ࣗ༝記ड़により，授業の内容から，中等਺学科
指ಋ๏開発では「͜の学習をߦったྑさ」を，中等ཧ
科内容࿦（஍学）とॳ等家庭科授業研究・ॳ等家庭科
内容研究，中等ࠃޠ科内容࿦（׽文学）では「授業を
通して教科内容を構成するྗのどの部෼の向上に໾
立ったか」を，໰った。
・໰３：̑ ݅๏により「教৬ࢤ๬」のఔ度にͭいてਘͶた。
ᾈΞンέート調査の実ࢪํ๏
　各授業をड講している学ੜにରして，中等਺学科
指ಋ๏開発ではάϧープ別ϚΠクロςΟーνンά報
告会終ྃ時，中等ཧ科内容࿦と中等ࠃޠ科内容࿦で
は15ճの授業終ྃ時，家庭科では授業研究と内容
研究の合計30ճの授業終ྃ時，にΞンέート調査
を഑෍し，ͦの৔で記入させճऩをߦった。
ᾉΞンέート調査の݁果
　実ࢪしたΞンέート調査の͏ͪ，「教科内容を構
成するྗ」のߴまりをਘͶた「໰̍」の９߲目の݁
果は，表̎にࣔす通りである。
　Ξンέートでは，「৳ͼたかど͏か」を̑݅๏で
ฉいているため，中ԝ஋３（どͪらともݴえない）
を基४にした̍αンプϧのt検定を各߲目でߦった。
　ˎ，ˎˎ，̈のϚークがͭいているઃ໰に関して
は，３とൺ΂て༗ҙࠩ（̈は܏向）がある，とい͏
ҙຯになる。Ϛークがͭいているઃ໰の͏ͪ，平ۉ
஋が３以上のものは，授業を通して学ੜが৳ͼたと
ࢥっているྗであり，ٯにϚークがあるઃ໰の͏ͪ，
平ۉ஋が３以下のものは，৳ͼていないと学ੜが
ࢥっているྗͩとい͏ղऍができるとߟえらΕる。
͜の視点から，表３の݁果をղऍしてみたい。
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教科内容の授業୲౰教員が，学習指ಋ要領΍教科書
でऔりѻΘΕている教科内容の視点から各専門（஍
学，׽文学）の内容を࠶構成して実ࢪした݁果であ
る。しかし，いͣΕも「専門஌ࣝの習ಘ」のみの評
価となっていた。
　͜の原ҼのҰͭとして，ཧ科とࠃޠの中等内容࿦
は，ਤ̎の中学校教育コースの教科ᶗにҐஔづく授
業となってはいるが，いͣΕも教科ᶘの概࿦が先に
学͹Ε，ͦの後に教科ᶘの中等内容࿦が学͹Εると
い͏ॱংでカリキュラムが編成さΕていた͜とがߟ
えらΕる。教科内容構成ྗの育成とい͏؍点から捉
えるなら͹，લड़したよ͏に，本来教科ᶗは，プロ
セスᶃをؚΉ内容となっており，ͦΕが中学校教員
養成コΞ・カリキュラム教科専門の最ॳの学習とし
てҐஔづけらΕ，ͦΕを基൫に教科ᶘ・ᶚが展開さ
Ε，学習がੵみ上͛らΕていく͜とにҙຯがあると
ߟえらΕる。しかし，教科ᶘの஍学概࿦΍׽文学概
࿦を先ߦさせて教科ᶘをҐஔづけてしま͏と，「ཧ
科内容࿦（஍学）」「ࠃޠ科内容࿦（׽文学）」が教
科内容の基൫となる科学・学໰の専門ੑのߴ度化に
しか݁ͼͭかなくなるのではないか。
　以上の͜とから，教科教育と教科専門の授業にお
ける「教科内容構成ྗ」の育成に関しては，教科教
育と教科専門を連動させ，「どのよ͏な教科内容構
成のྗを育成するのか」を目的として授業内容を構
૝していく͜とが，学ੜࣗ਎の「教科内容構成ྗ」
のߴまりに݁ͼͭいているとߟえらΕた。特に，教
科専門の授業科目の৔合，教科教育との連動をਤり，
授業構成の視点から授業内容を構築しなけΕ͹，教
科内容構成ྗには݁ͼͭかない͜とがਪଌできた。
Ⅵ ．おわりに－岡山大学教育学部における「教科内
容構成」開発研究の特徴と課題－
　岡山大学教育学部でߦってきた「教科内容構成」
開発研究は，「教科内容構成」をߦ͏৽たな授業等
をઃけて実践するのではなく，学部ಠࣗに構築・実
ࢪしていた教員養成コΞ・カリキュラムશ体で教科
内容構成のプロセスᶃ・ᶄの実践を目指す「શての
授業科目を通͡て指ಋするҰ؏教育体制」をとった。
ͦのため，各教員΍各講࠲では，カリキュラム΍授
業の現ঢ়を෼ੳし，ͦΕらを教科内容構成の視点か
ら捉え௚し，ಠࣗにແཧのないํ๏で教科内容構成
をͦΕͧΕの授業で実ࢪしてきた。ͦの݁果，本学
部における教科内容構成開発研究は，各教員΍各講
࠲が୲౰する授業科目の中で，ଟ༷な教科内容構成
にରするΞプローνが展開さΕている͜とが特௃と
なっているとߟえらΕる。また，ͦの成果は，ຖ年
度，講࠲୯Ґのࣗओ的なFD׆動として実ࢪさΕた
授業ެ開とϐΞϨϏューおよͼࣥචさΕた教科書に
みる͜とができる。͜の教科内容構成΁のऔり૊み
は，平成27年度に本学部がड৹した「教員養成教
育認定評価」でもߴい評価をಘた13）。
　しかしͦΕは，あくまでも教員ݸʑਓ΍講࠲で，
教科内容構成の視点から授業を࠶構築していく͜と
を目指すものであり，ͦ の成果を学部શ体でڞ༗し，
教員養成コΞ・カリキュラムࣗ体を教科内容構成の
視点から࠶構築する研究にはなりಘていなかった。
　Ճえて，教科内容構成開発研究のલఏとしたੵみ
上͛ࣜの教員養成コΞ・カリキュラムは，طに，シ
ラバスϨϕϧで̐年࣍の「教৬実践ԋ習」がコΞ・
カリキュラムの最終ஈ֊の໾ׂを果たせるものとは
なっていなかった。さらに，中学校教員養成では，
教科専門の教科ᶗの時点で「教科の専門的な஌ࣝを
࣋ͭ」とい͏ྗしか学ੜに֫ಘさせておらͣ，教科
内容構成開発研究の成果をؐݩする͜とにはなりಘ
ていなかった。
　平成23 ～ 27年度の本学部での教科内容構成開発
研究の݁果からߟえるなら͹，本学部で目指す実践
的指ಋྗを༗する教員を育成していくためには，「教
科内容構成」開発研究を，୯なる教科の専門ੑのߴ
度化のための研究としてҐஔづけるのではなく，教
育実習΍教৬実践ԋ習もؚめたશ授業科目で，「教
科内容構成のどのよ͏なྗが育成Մೳなのか」を໌
らかにした上で，教育実習をコΞとして教科教育・
教科専門をҰ連のものとして࠶構築し，教科内容構
成ྗࣗ体の育成を目指したカリキュラム開発が目指
さΕなけΕ͹ならないͩΖ͏。
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教科内容の授業୲౰教員が，学習指ಋ要領΍教科書
でऔりѻΘΕている教科内容の視点から各専門（஍
学，׽文学）の内容を࠶構成して実ࢪした݁果であ
る。しかし，いͣΕも「専門஌ࣝの習ಘ」のみの評
価となっていた。
　͜の原ҼのҰͭとして，ཧ科とࠃޠの中等内容࿦
は，ਤ̎の中学校教育コースの教科ᶗにҐஔづく授
業となってはいるが，いͣΕも教科ᶘの概࿦が先に
学͹Ε，ͦの後に教科ᶘの中等内容࿦が学͹Εると
い͏ॱংでカリキュラムが編成さΕていた͜とがߟ
えらΕる。教科内容構成ྗの育成とい͏؍点から捉
えるなら͹，લड़したよ͏に，本来教科ᶗは，プロ
セスᶃをؚΉ内容となっており，ͦΕが中学校教員
養成コΞ・カリキュラム教科専門の最ॳの学習とし
てҐஔづけらΕ，ͦΕを基൫に教科ᶘ・ᶚが展開さ
Ε，学習がੵみ上͛らΕていく͜とにҙຯがあると
ߟえらΕる。しかし，教科ᶘの஍学概࿦΍׽文学概
࿦を先ߦさせて教科ᶘをҐஔづけてしま͏と，「ཧ
科内容࿦（஍学）」「ࠃޠ科内容࿦（׽文学）」が教
科内容の基൫となる科学・学໰の専門ੑのߴ度化に
しか݁ͼͭかなくなるのではないか。
　以上の͜とから，教科教育と教科専門の授業にお
ける「教科内容構成ྗ」の育成に関しては，教科教
育と教科専門を連動させ，「どのよ͏な教科内容構
成のྗを育成するのか」を目的として授業内容を構
૝していく͜とが，学ੜࣗ਎の「教科内容構成ྗ」
のߴまりに݁ͼͭいているとߟえらΕた。特に，教
科専門の授業科目の৔合，教科教育との連動をਤり，
授業構成の視点から授業内容を構築しなけΕ͹，教
科内容構成ྗには݁ͼͭかない͜とがਪଌできた。
Ⅵ ．おわりに－岡山大学教育学部における「教科内
容構成」開発研究の特徴と課題－
　岡山大学教育学部でߦってきた「教科内容構成」
開発研究は，「教科内容構成」をߦ͏৽たな授業等
をઃけて実践するのではなく，学部ಠࣗに構築・実
ࢪしていた教員養成コΞ・カリキュラムશ体で教科
内容構成のプロセスᶃ・ᶄの実践を目指す「શての
授業科目を通͡て指ಋするҰ؏教育体制」をとった。
ͦのため，各教員΍各講࠲では，カリキュラム΍授
業の現ঢ়を෼ੳし，ͦΕらを教科内容構成の視点か
ら捉え௚し，ಠࣗにແཧのないํ๏で教科内容構成
をͦΕͧΕの授業で実ࢪしてきた。ͦの݁果，本学
部における教科内容構成開発研究は，各教員΍各講
࠲が୲౰する授業科目の中で，ଟ༷な教科内容構成
にରするΞプローνが展開さΕている͜とが特௃と
なっているとߟえらΕる。また，ͦの成果は，ຖ年
度，講࠲୯Ґのࣗओ的なFD׆動として実ࢪさΕた
授業ެ開とϐΞϨϏューおよͼࣥචさΕた教科書に
みる͜とができる。͜の教科内容構成΁のऔり૊み
は，平成27年度に本学部がड৹した「教員養成教
育認定評価」でもߴい評価をಘた13）。
　しかしͦΕは，あくまでも教員ݸʑਓ΍講࠲で，
教科内容構成の視点から授業を࠶構築していく͜と
を目指すものであり，ͦ の成果を学部શ体でڞ༗し，
教員養成コΞ・カリキュラムࣗ体を教科内容構成の
視点から࠶構築する研究にはなりಘていなかった。
　Ճえて，教科内容構成開発研究のલఏとしたੵみ
上͛ࣜの教員養成コΞ・カリキュラムは，طに，シ
ラバスϨϕϧで̐年࣍の「教৬実践ԋ習」がコΞ・
カリキュラムの最終ஈ֊の໾ׂを果たせるものとは
なっていなかった。さらに，中学校教員養成では，
教科専門の教科ᶗの時点で「教科の専門的な஌ࣝを
࣋ͭ」とい͏ྗしか学ੜに֫ಘさせておらͣ，教科
内容構成開発研究の成果をؐݩする͜とにはなりಘ
ていなかった。
　平成23 ～ 27年度の本学部での教科内容構成開発
研究の݁果からߟえるなら͹，本学部で目指す実践
的指ಋྗを༗する教員を育成していくためには，「教
科内容構成」開発研究を，୯なる教科の専門ੑのߴ
度化のための研究としてҐஔづけるのではなく，教
育実習΍教৬実践ԋ習もؚめたશ授業科目で，「教
科内容構成のどのよ͏なྗが育成Մೳなのか」を໌
らかにした上で，教育実習をコΞとして教科教育・
教科専門をҰ連のものとして࠶構築し，教科内容構
成ྗࣗ体の育成を目指したカリキュラム開発が目指
さΕなけΕ͹ならないͩΖ͏。
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